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＋
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昭
和
八
年
一
月
登
行

厩

青
年
結
肚
殊
に
シ
ヨ
ン
會
起
原
の
説
（
上
）長

士艶膏

吉

（1）

　
　
　
　
　
　
　
一

　
こ
の
題
目
に
關
す
る
研
究
は
、
當
該
の
結
瀧
或
は
團
騰
の
出
版
に
係
る
小
冊
子
、
或
は
逐
次
叉
は
随
時
の
難
誌
面
が
、

或
は
二
三
回
或
は
数
回
に
し
て
磨
刊
と
な
る
も
の
、
禁
止
さ
る
、
も
の
等
が
あ
り
、
叉
印
刷
に
附
せ
す
し
て
謄
亡
し
た

る
も
の
等
も
あ
る
爲
に
、
之
を
見
る
事
頗
る
稀
な
る
爲
に
甚
困
難
を
戚
す
る
場
合
が
多
い
。
例
せ
ば
シ
ヨ
ン
會
創
立
の

頃
の
雑
誌
「
紳
と
灘
國
」
の
如
き
は
、
唯
一
回
の
み
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
今
日
に
於
て
は
之
を
探
し
求
む
る
事
さ
へ
不

可
能
か
と
思
は
れ
る
。
私
は
僅
少
な
材
料
に
由
り
て
、
諸
著
書
を
墾
照
し
つ
、
、
叢
に
そ
の
概
説
的
な
る
説
述
を
試
み

　
　
　
　
青
年
結
靴
殊
に
シ
窟
ン
倉
起
居
の
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
八
巻
　
第
一
號
　
　
　
　
一



　
　
　
　
膏
年
結
職
麩
に
シ
ヨ
ン
會
起
原
の
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
八
巻
　
第
…
號
　
　
　
　
蘇

る
事
と
し
た
。

　
第
十
九
世
紀
が
所
謂
「
多
趣
多
襟
」
の
世
紀
で
あ
る
事
は
、
エ
ル
ン
ス
｝
・
ベ
ル
グ
マ
ン
が
小
著
「
十
九
世
紀
の
精
淋
」

の
中
に
述
べ
て
居
る
が
、
こ
の
事
は
既
に
ゲ
ル
フ
ィ
ヌ
ス
が
「
十
九
世
紀
史
序
論
」
に
て
説
い
て
居
る
威
で
、
殊
に
ラ
ン
ケ

は
一
入
三
二
年
「
歴
史
政
治
時
論
」
登
高
の
序
丈
に
於
て
、
　
一
入
一
五
年
或
は
一
七
入
九
年
以
後
の
形
勢
を
叙
述
し
て
、

藩
吏
現
象
の
「
多
趣
三
襟
」
と
「
尖
延
性
」
と
、
且
そ
の
「
深
き
根
源
」
を
欝
し
て
居
る
（
註
一
）
。
而
し
て
こ
の
多
趣
多
楼

は
全
幅
的
に
多
趣
多
襟
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
歴
史
現
象
の
各
々
の
内
容
に
達
て
も
考
へ
ら
る
、
麩
で
あ
る
。
今
β
の

吾
々
と
の
密
接
な
る
開
係
の
存
在
は
こ
、
に
生
じ
、
且
十
九
世
紀
史
の
研
究
の
興
味
と
必
要
と
が
侵
に
あ
る
と
謂
ひ
ジ

る
。
こ
の
三
者
を
有
す
る
も
の
の
一
と
し
て
青
年
結
趾
が
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
「
結
魁
」
と
云
ふ
語
は
或
は
妥
當
を
敏
く

か
と
も
思
は
れ
る
が
、
他
に
「
協
會
」
「
團
膿
」
叉
は
「
運
動
」
な
ど
の
語
も
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
濁
語
の
ヒ
d
①
ノ
〈
O
σ
q
§
σ
q
と

語
語
の
管
0
5
δ
ヨ
○
暮
と
は
少
し
く
意
を
異
に
し
、
且
佛
語
の
。
2
。
ざ
も
考
慮
す
る
を
要
す
る
か
ら
、
運
動
そ
の
他

の
語
よ
）
は
結
斌
を
選
む
事
と
し
た
Q
殊
に
｝
般
に
云
は
る
、
蓮
動
と
云
ふ
語
は
敢
て
こ
れ
を
さ
け
た
。

，
十
九
世
紀
初
以
來
の
青
年
結
肚
の
重
な
る
も
の
を
見
る
に
、
革
命
當
時
恐
怖
政
治
に
反
動
を
與
へ
ん
と
し
た
】
七
九

四
年
巴
里
の
ジ
ュ
ネ
ス
・
ド
レ
ヱ
を
初
め
、
　
一
入
一
七
年
選
挙
の
ブ
川
シ
ェ
ン
シ
ャ
フ
｝
、
．
一
入
三
一
年
の
青
年
イ
タ

ツ
や
堂
…
．
一
九
四
〇
年
の
青
年
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
蕪
、
一
入
四
二
年
の
青
年
イ
ン
グ
ラ
ン
ー
3
蕪
、
一
入
四
四
年
の
Y
M
C

A
。
以
上
を
十
九
世
紀
前
宇
の
も
の
と
し
、
其
後
著
明
な
も
の
に
は
、
一
入
九
閥
年
の
シ
ヨ
ン
會
、
　
一
入
九
五
年
の
青

（’　L）・ ）



年
ト
ル
コ
蕪
、
一
九
一
三
年
の
自
由
濁
逸
青
年
團
、
一
九
二
〇
年
の
膏
野
望
會
主
義
者
團
等
々
、
こ
れ
ら
を
十
九
世
紀

後
宇
の
も
の
と
槻
ら
れ
る
。
然
る
に
こ
れ
は
そ
の
大
字
に
於
て
、
前
里
の
も
の
は
政
沿
蓮
動
的
傾
向
を
有
す
る
に
比
し

て
、
後
掌
の
も
の
は
就
會
運
動
的
傾
向
が
多
い
．
と
思
は
れ
る
の
は
、
時
勢
の
傾
向
の
環
境
の
結
果
と
も
考
へ
ら
れ
る
と

・
同
時
に
、
　
一
面
に
於
て
青
年
結
就
そ
れ
自
膿
の
、
内
的
な
登
展
の
傾
向
に
も
由
る
も
の
で
あ
る
Q
則
ち
直
ち
に
政
治
的

響
動
に
表
は
る
、
に
あ
ら
す
し
て
、
複
雑
な
る
温
會
的
黙
諾
を
通
じ
て
政
治
的
運
動
に
襲
忘
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
多

い
。
こ
の
事
も
亦
こ
の
題
目
の
研
究
の
重
要
と
、
困
難
と
を
示
す
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

　
さ
て
青
年
結
託
の
思
想
の
上
に
、
吾
等
の
見
る
べ
き
特
徴
は
以
下
説
述
の
間
々
に
明
ら
か
に
し
黒
く
思
ふ
が
、
私
は

先
づ
以
て
次
の
二
傾
向
を
明
に
し
て
置
く
。
（
：
二
）
は
、
彼
等
が
一
丁
會
履
を
構
成
す
と
の
強
き
信
念
を
有
す
る
事

で
、
詳
説
せ
ば
、
彼
等
は
青
年
に
し
て
將
來
の
肚
會
人
な
り
と
は
考
へ
な
が
ら
、
宙
ら
も
一
髄
會
な
わ
と
す
る
事
。
明

日
の
証
會
は
吾
等
の
も
の
で
あ
る
が
、
今
日
の
吾
等
も
一
証
會
な
り
と
す
る
事
で
あ
る
。
決
し
て
未
完
成
の
一
物
に
は

あ
ら
す
、
特
異
の
一
胤
會
な
わ
と
す
る
事
で
あ
る
。
將
帯
説
會
の
改
善
…
進
歩
を
提
唱
し
て
其
の
た
め
の
豊
野
準
備
を
力

説
す
・
る
慮
の
、
所
謂
単
記
観
念
に
在
り
な
が
ら
、
宮
ら
も
又
一
現
在
趾
會
な
り
と
す
る
事
は
、
青
年
結
魁
の
思
想
内
容

の
矛
盾
、
l
i
と
謂
ひ
得
ざ
る
も
の
と
す
る
も
、
誠
に
癬
異
な
現
象
で
あ
る
Q
　
一
九
二
五
年
復
活
祭
の
イ
エ
ナ
に
於
け

る
青
年
澱
會
主
義
者
團
の
第
三
回
協
議
席
上
の
ヤ
ク
ス
・
ア
ド
ラ
ァ
の
演
説
に
之
を
見
る
可
く
（
註
二
）
、
既
に
ソ
ル
ト
プ

ル
グ
フ
ェ
ス
ト
の
席
上
の
諸
言
明
に
も
見
る
可
く
（
註
三
）
、
A
C
J
F
（
ア
ソ
シ
ァ
ン
・
カ
ト
リ
ソ
ク
・
ド
ラ
・
ジ
ュ
ネ
ス
・

　
　
　
　
青
年
結
融
嫁
に
シ
ヨ
ン
會
起
原
の
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巷
　
第
一
號
　
　
　
　
三

（3）



　
　
　
　
青
年
結
概
殊
に
シ
ヨ
ン
會
超
原
の
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箪
十
八
巻
　
第
一
號
　
　
　
　
四

フ
ラ
ン
セ
イ
ス
）
の
宣
言
に
も
之
を
見
る
可
し
（
註
四
）
。
而
し
て
將
來
槻
念
に
呈
し
て
は
一
九
二
〇
年
禽
由
猫
逸
玉
年
三

の
ブ
イ
マ
ァ
ル
會
合
（
鋼
ち
フ
イ
マ
ァ
ル
精
憩
と
繕
す
る
も
の
の
生
じ
た
る
）
に
於
て
は
、
「
階
級
闘
孚
の
み
が
純
絹
革

新
の
方
法
で
は
無
い
事
を
疑
心
に
期
し
自
楼
敏
養
に
由
て
次
の
人
生
涯
を
完
成
せ
よ
云
々
」
と
あ
り
（
註
五
）
、
マ
ル
ク
・

ナ
ン
グ
ニ
ヱ
の
シ
ヨ
ン
主
義
が
、
過
古
一
掃
と
「
來
ら
む
と
す
る
世
紀
」
を
唱
へ
た
事
に
も
槻
ら
れ
る
（
註
六
）
。

　
（
其
二
）
は
、
兜
巾
ッ
シ
．
ヨ
ニ
ズ
ム
と
落
す
可
き
傾
向
で
、
遠
心
的
分
離
蓮
動
に
属
す
る
も
の
の
思
想
が
、
強
く
包
含

さ
れ
て
居
る
事
で
あ
る
。
既
に
青
年
魚
肚
が
膚
ら
を
以
て
一
舐
會
騰
を
認
む
る
こ
と
は
、
同
時
に
そ
れ
が
直
黒
と
の
分

離
に
由
る
の
意
で
、
こ
の
セ
セ
ッ
シ
ョ
ニ
ズ
ム
は
総
て
の
青
年
結
砒
に
、
見
ら
る
、
慮
で
あ
る
と
謂
っ
て
差
支
な
く
思

は
れ
る
。
　
一
九
二
五
年
の
S
A
J
（
Q
つ
O
o
画
鉱
一
珍
冨
○
｝
μ
○
レ
憎
ぴ
。
凶
8
こ
日
露
2
益
）
の
イ
エ
ナ
決
議
中
に
、
｛
、
今
日
の
政
治
及
び
胤
會

組
織
に
属
し
て
吾
等
は
何
等
の
責
務
を
も
有
せ
す
」
と
云
ふ
の
は
、
こ
の
思
想
の
傾
向
の
一
端
で
あ
り
（
詑
七
）
、
既
に
フ

ル
ト
ブ
ル
グ
親
指
ハ
の
際
に
於
け
る
、
イ
エ
ナ
の
レ
エ
デ
ィ
ガ
ァ
の
演
説
に
も
察
せ
ら
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
　
一
八
九
九
年

シ
ヨ
シ
會
は
そ
の
創
始
の
因
縁
に
稽
々
反
す
る
も
の
と
思
は
れ
る
宣
言
に
、
幽
翠
と
の
無
關
係
を
以
て
せ
る
事
も
あ

る
。
一
八
九
七
年
ソ
ヨ
ン
の
「
自
由
佛
蘭
西
」
を
機
關
紙
と
す
る
一
青
年
白
蘭
が
、
シ
ヨ
ン
會
と
の
關
係
に
於
て
「
豊
か

な
る
牧
童
の
畦
」
に
粥
し
、
同
年
ソ
リ
ブ
ウ
ル
蕪
敏
聖
者
等
の
「
吾
等
は
法
王
と
共
に
在
り
」
と
せ
る
語
に
反
し
、
マ
ル

セ
イ
ユ
歌
の
帰
還
を
唱
へ
た
事
（
O
賃
．
舞
・
。
§
η
一
三
℃
戸
耗
舞
）
3
ラ
．
か
き
⑭
ω
竃
曾
）
の
一
挿
話
も
、
か
の
傾
向
を
窺
は
し
む

る
も
の
で
あ
る
（
ヒ
八
）
。

（4）



　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
青
年
結
飛
の
多
く
生
じ
た
事
及
び
そ
の
特
殊
の
内
容
が
、
十
九
世
紀
の
特
異
な
機
翼
で
あ
、
る
事
は
、
多
く
の
人
の
考

ふ
る
庭
で
あ
る
が
、
佛
蘭
西
に
於
て
は
そ
の
端
緒
が
一
七
九
四
年
の
準
公
結
界
に
在
り
と
謂
ひ
、
猫
逸
に
在
り
て
は
一

八
一
七
年
の
ブ
ル
シ
ェ
ン
シ
ャ
フ
ト
を
、
ウ
ア
プ
ル
シ
置
ン
シ
ャ
フ
ト
と
し
て
考
へ
て
居
を
。
然
し
こ
の
事
は
帥
ち
、

偶
々
下
身
青
年
結
論
の
各
々
特
濁
の
姿
を
見
る
も
の
で
、
同
時
に
以
後
の
も
の
が
こ
の
二
傾
向
を
混
じ
て
、
こ
れ
を
浪

漫
生
淺
的
な
歌
態
に
於
て
、
包
括
し
て
居
る
事
を
考
へ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
今
日
の
青
年
結
証
も
各
々
こ
の
傳
統
の

中
に
存
在
し
て
居
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
則
ち
里
馬
各
々
そ
の
特
色
が
あ
り
．
且
又
一
面
に
於
て
猫
は
佛
の
一
面
を

併
せ
、
佛
は
濁
の
一
面
を
併
せ
て
居
る
。
私
の
見
る
慮
に
於
て
は
佛
蘭
西
の
青
年
結
就
は
む
し
ろ
よ
り
理
想
的
な
傾
向

が
多
く
、
猫
逸
の
は
む
し
ろ
よ
り
實
際
的
な
傾
向
が
多
い
。

　
華
公
謬
説
（
ジ
ュ
ネ
ス
ド
レ
エ
）
は
、
啓
蒙
知
識
者
の
中
流
以
上
の
青
年
の
法
号
で
、
多
数
の
猫
太
人
知
識
者
を
も
加

へ
た
も
の
ら
し
く
、
流
麗
の
風
俗
所
謂
ミ
ュ
ス
カ
ダ
ン
、
或
は
ア
ン
ク
ロ
ワ
ヤ
ブ
ル
を
装
ひ
、
棒
を
以
て
護
身
の
具
と

し
た
が
、
主
と
し
て
過
激
派
「
吸
血
團
」
に
封
抗
す
る
仁
、
温
和
な
智
共
和
政
主
義
の
理
論
を
、
當
時
の
等
身
公
會
に
普

及
す
る
こ
と
を
以
て
し
た
。
彼
等
が
馬
身
者
を
以
て
唐
ら
忘
し
た
こ
と
は
、
ブ
ル
シ
ェ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
同
様
で
あ
る
Q

こ
の
事
は
、
吾
等
の
注
意
を
要
す
る
庭
で
あ
る
。
華
箆
鷺
魁
は
要
す
る
に
知
識
的
蓮
動
の
一
で
あ
る
こ
と
に
、
そ
の
重

要
な
る
購
が
あ
る
Q

　
　
　
　
青
年
結
祉
殊
に
シ
ヨ
ン
愈
起
原
の
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
錦
十
入
巻
・
第
一
號
　
　
　
　
五

（5）



　
　
　
　
青
年
結
肚
殊
に
ζ
ン
愈
超
原
の
説
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
＋
入
巻
黒
総
　
　
六

　
一
七
一
七
年
フ
ル
ト
ブ
ル
グ
フ
ェ
ス
ト
の
ブ
ル
シ
ェ
ン
シ
ャ
フ
ト
は
、
イ
エ
ナ
大
濠
そ
の
他
誌
生
を
中
心
と
し
、
知

識
階
級
的
な
と
こ
ろ
は
前
者
に
等
し
く
思
は
れ
る
が
、
面
し
も
ミ
ュ
ス
ヵ
ダ
ン
的
流
麗
公
子
の
み
で
な
く
、
多
く
は
生

活
の
環
境
よ
り
出
つ
る
、
理
想
を
出
で
て
實
際
に
傾
く
の
風
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ル
ト
ブ
、
〃
グ
祝
典
の
駿
況
を

詳
に
す
る
に
、
反
軍
國
主
義
の
行
動
を
起
し
、
古
制
傳
統
を
破
壊
し
、
實
際
運
動
に
傾
向
し
た
。
殊
に
カ
ァ
ル
・
フ
ォ

ル
レ
ン
指
揮
の
ギ
ィ
セ
ン
黒
蕪
の
如
き
、
直
接
改
革
手
段
を
開
始
せ
ん
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
要
す
る
に
そ
の
趣
が
頗

る
華
公
結
魁
と
は
異
っ
て
居
る
（
謡
九
）
〇

　
十
九
世
紀
末
の
佛
蘭
西
青
年
結
語
、
そ
の
多
く
は
セ
ル
ク
ル
・
デ
チ
ウ
ド
に
薦
す
る
も
の
㍉
シ
ヨ
ン
會
の
如
き
も
の
。

又
雲
影
の
も
の
、
自
由
猫
逸
青
年
團
の
如
き
、
S
A
J
叉
は
ハ
ノ
オ
フ
ェ
〃
派
、
ホ
ー
フ
ガ
イ
ス
マ
ア
ル
派
の
如
き
、

各
々
華
公
結
肚
と
ブ
ル
シ
ェ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
の
傳
統
に
在
っ
て
、
　
一
は
よ
り
理
想
的
で
あ
り
、
　
一
は
ま
り
業
際
的
で
あ

る
。
勿
論
濁
逸
に
も
純
然
た
る
薔
敷
主
義
の
プ
ロ
ソ
ク
も
あ
り
、
佛
蘭
西
に
も
ゲ
エ
ド
説
傳
承
に
由
る
、
實
判
者
な
き

に
あ
ら
す
。
然
し
大
略
に
於
て
こ
の
二
傾
向
を
、
各
々
の
著
明
な
る
も
の
に
見
る
事
が
毘
翻
る
Q
而
し
て
既
に
青
年
結

冠
が
、
現
前
の
政
治
的
肚
會
的
或
は
滋
義
附
権
威
の
否
定
に
始
ま
る
分
離
に
立
ち
、
胸
欝
欝
念
に
遵
か
れ
て
旨
ら
一
就

會
を
成
す
と
す
る
も
の
に
は
、
自
然
そ
の
指
導
槻
念
を
有
し
、
こ
れ
も
お
の
つ
か
ら
佛
濁
に
於
て
異
る
も
の
が
あ
る
。

佛
蘭
西
に
あ
り
て
は
大
略
蕪
激
信
仰
に
存
し
、
濁
逸
に
あ
り
て
は
大
略
マ
ル
ク
ス
的
ラ
ォ
ジ
ぞ
に
存
す
る
。
こ
の
事
も

亦
前
述
の
場
合
と
等
し
く
例
外
な
き
に
あ
ら
す
、
唯
そ
の
大
黒
に
存
す
る
傾
向
に
就
い
て
謂
は
る
～
事
で
あ
る
。

（6）



　
青
年
結
濫
が
こ
の
指
導
槻
念
に
準
・
篠
す
る
と
こ
ろ
、
叉
こ
れ
に
ピ
踊
り
て
更
に
二
傾
向
を
、
把
持
す
る
こ
と
が
浪
漫
主

義
的
な
り
と
云
ふ
の
は
、
か
の
ブ
川
シ
ェ
ソ
シ
ャ
フ
ト
が
世
紀
初
の
浪
漫
的
思
想
を
、
夙
に
そ
の
言
論
と
行
動
と
の
上

に
流
露
し
つ
、
あ
っ
た
と
総
せ
ら
る
、
事
と
は
、
全
く
別
意
の
こ
と
で
あ
る
。
世
紀
中
葉
以
後
に
丈
藝
上
の
浪
漫
的
患

想
が
在
り
し
に
せ
よ
無
か
り
し
に
せ
よ
、
政
治
的
浪
漫
主
義
の
如
何
を
問
は
す
、
醗
會
圭
義
思
想
の
一
面
に
浪
曼
主
義

の
在
り
し
に
せ
よ
無
か
り
し
に
せ
よ
、
之
等
と
は
全
く
別
に
青
年
の
結
露
は
そ
れ
が
青
年
の
鴬
遷
に
し
て
、
前
記
の
諸

傾
向
を
有
す
る
が
た
め
に
、
浪
曼
主
義
的
な
と
こ
ろ
に
出
て
、
吾
々
の
關
心
が
あ
る
Q
例
へ
ば
大
戦
前
の
自
由
濁
逸
青

年
團
が
、
唯
物
史
槻
に
出
登
し
つ
＼
、
且
つ
説
會
改
善
の
心
理
的
探
究
に
由
る
方
途
を
唱
へ
、
更
に
唯
物
史
要
に
立
脚

し
だ
灘
會
槻
に
出
で
て
居
る
。
又
ネ
ォ
樹
古
主
義
に
培
は
れ
た
シ
ヨ
ン
會
は
過
古
を
｝
黒
し
、
　
｝
面
出
鍛
傳
統
の
遵
奉

を
唱
へ
、
一
面
就
會
主
義
的
民
主
主
義
を
、
む
し
ろ
唯
物
論
に
立
脚
し
、
更
に
世
界
管
理
の
維
持
に
こ
れ
を
蟹
曝
せ
ん

と
し
て
居
る
（
ト
ニ
4
鼠
．
露
」
一
）
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
私
は
極
め
て
簡
略
に
、
ウ
ア
ブ
ル
シ
ェ
ン
シ
ャ
フ
ト
を
端
緒
と
し
て
、
最
近
猫
逸
膏
年
結
燈
の
著
明
な
る
も
の
を
述
べ
、

次
ぎ
に
シ
ヨ
ン
會
起
原
の
説
を
試
み
よ
う
。
　
一
八
一
七
年
夏
ル
ト
ブ
ル
グ
フ
ェ
ス
ト
は
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
戦
後
の
國
民
的

五
情
を
積
極
と
し
、
自
由
主
義
に
堕
す
る
闘
将
の
駿
態
を
消
極
と
し
、
贈
号
樺
威
の
蓮
義
的
確
立
を
否
定
し
て
生
じ
た

る
も
の
で
あ
る
。
反
動
主
義
の
書
籍
、
軍
装
、
軍
需
品
等
を
嶢
棄
し
て
、
種
々
の
演
説
あ
り
π
る
中
に
は
、
「
期
待
し
た

　
　
　
　
華
年
結
祇
殊
に
シ
ヨ
ン
會
起
原
の
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
八
巻
　
第
一
號
　
　
　
　
七

（7）



　
　
　
　
青
年
結
融
殊
に
シ
ヨ
ン
倉
起
原
の
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
葛
巻
　
第
　
號
　
　
　
　
入

り
し
も
の
は
皆
々
の
も
の
と
代
り
、
多
く
の
偉
大
な
る
事
に
就
い
て
は
、
當
に
刷
る
可
き
且
來
ら
ね
ば
な
ら
ざ
り
し
も

の
が
，
皆
溝
滅
せ
り
」
と
あ
り
。
マ
ハ
「
青
年
集
團
の
國
家
を
作
れ
、
そ
れ
は
瓶
國
未
來
の
形
な
り
」
と
あ
）
Q
叉
「
虫
円
年
の

清
新
な
る
意
氣
の
如
き
精
算
が
、
飼
猫
逸
に
湧
か
ざ
る
可
か
ら
す
、
そ
れ
は
國
家
の
た
め
に
、
虐
由
と
正
義
の
旋
め
に

で
あ
る
」
と
あ
る
（
註
十
一
）
。
彼
等
は
現
前
の
史
家
就
會
の
無
嬉
野
に
不
李
に
し
て
、
分
離
せ
ん
と
し
．
宗
旨
改
革
の
精
聯

た
る
良
心
の
自
由
に
從
ひ
、
延
い
て
霊
力
的
な
る
思
想
を
束
縛
と
し
、
青
年
の
意
氣
確
實
に
羅
國
の
運
命
を
携
ふ
と
信

じ
、
故
に
何
も
の
を
か
將
來
に
創
造
せ
ん
こ
と
を
欲
し
て
居
る
（
註
十
二
）
o

　
一
世
紀
は
こ
の
傳
統
を
持
績
し
π
〇
　
一
九
＝
二
年
ザ
ク
ぜ
ン
國
ホ
享
エ
ン
マ
イ
セ
ン
に
於
け
る
、
爵
由
獅
逸
青
年
團

集
會
ば
、
産
業
髄
會
的
不
耶
等
に
驚
き
、
産
業
の
狡
達
と
反
比
例
に
低
下
す
る
飛
會
道
義
に
嘆
じ
た
る
青
年
の
集
會
で
、

其
端
緒
と
登
展
と
は
、
ウ
ア
ブ
ル
シ
ェ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
同
様
で
あ
る
Q
彼
等
の
思
想
内
容
に
は
矛
盾
が
認
め
ら
れ
る
。

彼
等
は
現
前
の
艦
會
の
異
な
b
と
す
る
事
の
上
に
、
唯
物
史
槻
を
以
て
す
る
こ
と
の
不
當
或
は
不
充
分
な
る
こ
と
を
認

め
、
何
等
か
の
心
理
的
方
法
の
探
求
を
必
要
と
す
る
が
、
宗
敷
に
由
る
可
き
に
は
彼
等
は
籐
り
に
近
代
科
學
的
な
る
思

索
に
専
ら
で
あ
る
。
然
る
に
彼
等
は
資
本
主
義
胤
會
の
破
壊
を
、
マ
ル
ク
ス
的
方
法
解
決
に
由
る
掘
進
立
案
に
傾
向
し

て
居
だ
。
こ
の
矛
盾
の
内
容
あ
る
こ
と
は
、
青
年
結
紐
の
研
究
甥
象
の
興
味
で
あ
る
Q
而
し
て
宮
由
猫
逸
青
年
團
は
一

九
一
七
年
一
九
一
九
年
の
集
會
を
行
ふ
間
に
、
有
産
的
部
分
と
無
産
的
部
分
と
の
間
隙
を
生
じ
、
青
年
祉
會
主
義
者
團

は
元
來
の
自
由
濁
逸
青
年
團
よ
り
分
裂
し
て
、
之
を
歴
倒
す
る
に
至
っ
た
（
謡
十
三
）
o

（8）



　
一
九
二
〇
年
フ
イ
マ
ア
ル
に
於
け
る
自
由
猫
逸
青
年
團
の
奪
合
に
於
て
は
、
「
ワ
イ
マ
ァ
ル
精
神
」
の
下
に
、
階
級
闘

箏
の
み
が
趾
會
革
新
の
方
法
で
な
く
衷
心
將
來
肚
會
の
改
造
を
煙
る
べ
き
こ
と
が
爾
せ
ら
れ
た
（
蝕
十
四
）
Q
翌
一
九
一
＝

年
に
は
キ
イ
ル
及
び
ビ
イ
レ
フ
ェ
ル
ド
に
於
て
、
青
年
飛
畢
生
義
者
團
（
こ
の
時
既
に
こ
の
繕
あ
り
）
の
集
合
が
あ
り
、
膚

山
猫
逸
青
年
團
の
如
き
も
の
な
ら
す
し
て
、
直
ち
に
勢
働
運
動
肚
會
運
動
に
出
つ
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
居
た
が
、
こ

の
傾
向
は
翌
年
一
九
二
二
年
の
ベ
ル
リ
ン
集
落
に
於
て
盆
々
明
瞭
と
な
り
、
S
A
J
の
名
聡
が
決
定
さ
れ
た
（
註
十
五
）
o

か
く
て
交
化
運
動
的
傾
向
は
殆
ん
ど
濡
滅
し
て
、
實
際
蓮
動
の
領
域
に
入
り
、
從
て
肚
會
民
主
政
蕪
と
の
軍
国
を
密
接

に
し
た
。
醗
會
民
主
蕪
は
S
A
J
の
將
來
概
念
に
煙
り
て
、
灘
會
圭
義
者
の
養
成
に
謝
す
る
希
望
を
助
成
し
、
講
演
講

冨
版
箸
警
て
そ
の
警
商
っ
た
。
然
る
に
ル
；
添
筆
件
の
興
奮
が
、
、
れ
ら
皇
行
年
を
し
三
畷
の
た
り

め
の
死
し
を
叫
ば
し
む
る
に
至
っ
て
、
　
一
九
二
三
年
十
月
の
ホ
ー
フ
ガ
ィ
ス
マ
ァ
ル
集
合
に
は
、
國
家
孟
義
的
傾
向
の
魁
　
（

會
主
義
整
理
が
唱
へ
ら
れ
、
】
九
二
四
年
亡
婦
の
ハ
ノ
オ
フ
ェ
ル
集
會
に
は
、
マ
ル
ク
ス
ド
グ
マ
に
由
る
鰍
洲
経
濟
聯
‘

弗
の
理
想
の
國
際
主
義
的
傾
向
が
表
明
さ
れ
、
こ
の
爾
派
の
分
立
は
以
後
の
形
勢
と
な
っ
た
。

　
一
九
二
五
年
復
活
祭
日
の
母
野
イ
エ
ナ
集
會
に
於
て
は
、
議
論
は
お
の
つ
か
ら
肚
會
民
主
生
義
と
塗
家
國
民
と
の
…
附

係
の
問
題
の
上
に
あ
っ
た
が
、
マ
ク
ス
・
ア
ド
ラ
ァ
の
説
は
有
力
に
支
配
し
て
、
彼
の
マ
川
ク
ス
テ
ォ
リ
イ
に
遡
る
、
巧

妙
な
る
論
理
と
整
理
的
回
国
の
整
然
た
る
も
の
に
動
さ
る
、
こ
と
多
く
、
ホ
ー
フ
ガ
イ
ス
マ
ア
ル
派
の
反
響
あ
を
に
も

拘
は
ら
す
、
蕪
に
イ
エ
ナ
決
議
は
濁
逸
青
年
團
の
大
勢
を
支
配
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
曰
く
青
年
澱
會
主
義
者
團
は
政

　
　
　
　
青
年
結
驚
殊
に
シ
ヨ
ン
倉
起
療
の
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
替
　
二
一
號
　
　
　
　
九



　
　
　
　
青
年
紡
就
蘇
に
ジ
ョ
ン
會
起
原
の
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
八
巻
　
第
一
號
　
　
　
一
〇

遡
上
の
主
義
と
し
て
、
國
家
國
民
的
ロ
マ
ン
テ
ィ
ク
を
排
斥
す
と
、
又
曰
く
、
今
日
の
民
主
主
義
は
唯
…
箪
に
、
選
爆
投

票
の
用
紙
の
上
に
の
み
存
す
と
、
叉
曰
く
、
胤
會
ま
嚢
的
無
産
階
級
青
年
は
、
今
日
の
政
治
及
飛
會
組
織
に
謝
し
、
何

等
の
責
務
を
有
せ
す
云
々
と
（
註
＋
六
）
。
一
九
二
五
年
イ
エ
ナ
決
議
以
後
の
形
勢
は
、
直
接
私
の
有
す
る
題
目
と
の
關
係

が
少
い
。
以
上
猫
逸
青
年
要
脚
の
主
な
る
も
の
の
登
展
を
述
べ
た
の
は
、
前
述
の
如
き
青
年
鹿
瀬
の
特
異
な
る
内
容

と
、
猫
逸
に
於
け
る
も
の
の
傾
向
に
墾
照
せ
ん
が
爲
め
で
あ
り
、
且
要
す
る
に
、
之
を
参
照
し
て
、
主
と
し
て
シ
ヨ
ン

會
起
原
の
全
く
別
趣
な
る
こ
と
を
知
ら
む
が
爲
め
で
あ
る
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
シ
ヨ
ン
會
は
等
し
く
民
主
主
義
に
由
る
、
就
會
運
動
團
膿
の
一
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
そ
の
創
始
の
由
來
と
内
容
と
に

於
て
、
甚
し
く
そ
の
趣
を
異
に
し
て
居
る
。
元
來
セ
ル
ク
ル
・
デ
チ
ウ
ド
の
一
と
し
て
生
長
し
、
政
治
的
祇
會
的
意
見
の

宣
傳
を
本
朧
と
し
て
居
る
。
シ
ャ
ー
ぞ
モ
ウ
ラ
ス
の
如
き
王
政
復
僻
の
一
派
、
或
は
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
イ
ズ
の
周

國
に
在
る
一
・
派
、
或
は
サ
ン
デ
3
カ
リ
ス
ト
は
勿
論
、
ガ
ソ
カ
ン
派
と
も
、
又
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
タ
ン
派
と
も
、
ジ
ェ
ス
イ

ト
と
も
關
係
が
遠
く
。
か
の
S
A
J
と
墨
黒
民
主
懲
と
の
關
係
の
如
き
も
の
は
無
い
。
猫
叉
ル
ネ
・
ド
ラ
・
ト
ウ
ぞ
デ

ュ
・
パ
ン
一
心
、
或
は
ア
ル
ベ
エ
ル
・
ド
マ
ン
…
派
の
奮
激
涙
に
も
關
係
が
滋
い
。
ジ
ョ
ン
會
が
ピ
ウ
ス
十
世
の
態
度
に

機
曾
し
て
衰
微
に
入
り
、
そ
の
不
明
瞭
な
る
思
想
内
容
に
聡
し
て
、
多
く
の
非
難
を
う
け
た
る
最
近
の
事
情
は
、
今
こ

れ
を
見
る
主
な
し
Q
吾
等
は
そ
の
起
原
に
撫
し
て
、
青
年
結
就
と
そ
の
蓮
動
の
上
に
墾
照
す
べ
き
、
史
上
の
興
味
を
見

（　1｛，　）



る
の
で
あ
る
（
註
十
七
）
・

　
一
入
九
三
年
ソ
ヨ
ン
に
於
け
る
雑
誌
「
自
由
佛
蘭
西
」
を
中
心
と
す
る
青
年
團
膿
と
、
シ
ヨ
ン
會
と
の
…
關
係
は
、
お
の

つ
か
ら
前
者
が
先
輩
と
な
つ
π
こ
と
を
意
味
す
る
（
註
＋
八
）
。
然
し
シ
ヨ
ン
は
當
時
の
思
想
内
容
不
明
瞭
な
る
A
C
j
F

の
中
に
包
括
さ
れ
（
註
＋
九
）
、
端
緒
を
一
八
九
四
年
の
ボ
ウ
ル
・
ル
ノ
オ
ダ
ン
の
雑
誌
「
ル
・
シ
ヨ
ン
」
に
合
流
せ
る
、
レ
・
コ

ン
フ
ェ
ラ
ン
ス
・
ド
ラ
・
ク
リ
プ
タ
に
有
し
、
即
急
古
き
青
年
結
温
と
思
は
る
、
セ
ル
ク
ル
・
デ
ュ
・
フ
ユ
ク
サ
ソ
ブ
ウ
ル

の
助
成
に
依
る
も
の
で
あ
る
。
、
「
ぞ
シ
ヨ
ソ
し
は
法
王
レ
ォ
十
三
世
の
激
示
を
遵
奉
し
て
、
「
紳
の
畦
を
開
く
」
（
臼
曾
ω
電

ざ
ω
筐
8
幽
①
爵
①
ε
の
意
に
出
で
、
豊
な
る
牧
丘
を
期
し
て
精
進
せ
る
、
若
き
人
々
の
志
を
表
す
。
シ
ヨ
ン
會
の
出
生

は
巴
里
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
高
等
學
校
に
在
り
て
、
　
マ
ル
ク
・
サ
ン
グ
ニ
ヱ
と
エ
チ
エ
ン
・
イ
ナ
ベ
ル
と
の
意
に
出
で
、
先
づ

コ
ン
フ
ェ
ラ
ン
ス
に
始
ま
る
。
そ
の
思
想
は
ス
タ
ニ
ス
ヲ
ス
校
長
オ
ウ
ギ
ュ
ス
ト
・
ジ
ヨ
ぜ
・
ア
ル
フ
ナ
ン
ス
・
グ
ラ
ト
ソ

イ
の
説
に
承
け
て
居
た
。
グ
ラ
ト
ジ
イ
は
一
八
五
二
年
に
は
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
倫
理
學
を
罐
當
し
、
一
入
七
一
年
に
は
ヅ
ァ

チ
カ
ン
會
議
事
項
に
反
撃
し
、
不
可
謬
論
を
非
難
し
た
。
彼
は
そ
の
就
會
革
新
の
説
を
「
就
會
再
生
新
の
根
原
論
し
に
明

に
し
、
畢
生
に
封
し
遣
義
的
零
露
の
論
を
説
き
、
「
汝
等
は
世
間
の
救
ひ
静
む
る
紳
聖
な
る
義
務
を
有
せ
り
、
世
間
百
般

の
事
物
の
再
生
新
に
責
務
あ
り
」
と
敏
へ
て
居
た
（
註
二
＋
）
。

　
マ
ル
ク
・
サ
ン
グ
ニ
ヱ
は
志
願
兵
と
し
て
ト
ウ
ル
の
聯
隊
に
在
り
、
こ
の
間
彼
は
、
具
膿
的
に
は
軍
除
は
形
式
の
訓
練

に
專
ら
に
し
て
、
何
等
將
來
の
市
民
た
る
青
年
の
激
育
に
貢
貢
す
る
と
こ
ろ
無
け
れ
ど
も
、
抽
象
的
に
は
軍
隊
組
織
に

　
　
　
　
青
年
結
肚
殊
に
シ
ヨ
ン
三
無
原
の
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
八
巻
　
第
…
號
、
　
　
一
一
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青
年
結
靴
妹
に
シ
ヨ
ン
會
超
殿
の
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巷
　
第
一
號
　
　
　
一
二

於
け
る
中
心
た
る
樺
威
の
存
在
の
槻
念
を
得
た
。
彼
は
蹴
斎
忌
生
新
に
謝
す
る
樫
威
を
求
め
た
。
「
吾
等
は
最
も
強
き
カ

が
、
吾
等
の
上
に
存
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ク
ソ
ス
ト
は
吾
等
が
直
接
に
、
吾
等
の
心
を
以
て
親
し
く
語
る
と
こ
ろ
の

も
の
で
あ
る
。
」
「
ク
ソ
ス
ト
と
は
、
杢
般
の
輻
利
の
、
最
高
に
し
て
同
時
に
最
大
な
る
表
現
の
繕
で
あ
る
」
と
彼
は
云
っ

た
（
註
二
＋
一
）
。
叉
「
佛
煮
方
來
の
理
想
は
今
失
は
れ
た
。
愚
民
は
、
多
く
を
約
束
し
て
何
も
の
を
も
輿
へ
ぬ
歎
購
の
科
學

に
肢
惑
さ
れ
て
居
る
Q
理
想
は
相
互
の
悪
し
み
を
和
解
し
、
階
級
を
調
和
し
、
貧
し
き
も
の
を
困
苦
よ
り
慰
安
し
、
富

め
る
者
を
し
て
メ
ン
と
共
に
愛
を
頒
π
し
む
」
と
云
ふ
（
註
二
十
二
）
o
而
し
て
彼
は
民
主
ま
義
の
可
能
な
る
爲
に
は
全
般

編
利
を
維
持
す
る
に
、
　
一
の
エ
ソ
テ
を
必
要
と
す
る
。
崩
ち
國
民
の
中
に
於
け
る
ヨ
a
o
馨
伽
身
轟
忌
程
¢
こ
れ
で
あ

る
と
し
て
居
る
（
註
二
＋
三
）
o

　
シ
ヨ
ン
會
に
、
現
前
の
國
家
証
會
殊
に
杜
會
的
道
義
に
樹
し
、
樺
威
を
認
め
す
し
て
分
離
せ
ん
と
す
る
思
想
の
存
す

る
事
○
又
そ
の
樺
威
を
宗
激
に
求
め
む
と
す
る
事
。
叉
自
然
的
な
る
秩
序
訓
練
の
樹
立
を
魁
會
に
必
要
な
り
と
す
る
事
心

又
三
業
蕎
來
の
民
主
主
義
的
理
想
に
導
か
れ
て
、
道
義
的
自
書
を
明
か
に
す
べ
し
と
す
る
事
。
青
年
は
何
事
を
か
爲
し

う
る
と
す
る
確
信
を
以
て
、
頑
國
の
將
來
を
罐
ひ
う
る
と
す
る
事
。
叉
故
に
彼
等
は
何
物
を
か
創
造
せ
ん
と
す
る
努
力

に
由
り
て
、
而
し
て
懸
來
槻
念
に
導
か
れ
青
年
相
互
の
敢
養
に
由
り
て
蓬
成
を
期
し
つ
ふ
あ
る
事
を
知
る
の
は
、
之
を

さ
き
の
S
A
J
等
の
場
合
に
墾
照
す
べ
き
慮
で
あ
る
。
私
は
今
環
境
と
思
想
傳
統
と
の
二
方
面
に
撃
て
、
シ
ヨ
ン
會
起

原
の
一
般
を
掘
る
事
と
す
る
（
未
完
）
。
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